
 

 

 

 

 

 

地区別懇談会を開催しました 

 10月 28日（火）、29日（水）、30日（木）の３日間、管内５会場で令和７年度の地区別懇談会を開

催しました。懇談会では、空知総合振興局森林室 中辻普及課長から「マダニによる被害～森林内で

気をつけること～」と題し、実体験なども踏まえた講話をいただいた後、当組合職員から販売情勢・

林地残材の現状と今後の取り組みなどについての説明を行いました。また、懇談会後には個別の相談

も行われ、出席された皆さんは所有山林の売却や管理についての相談をされていました。 

 懇談会で当組合に寄せられた意見や質疑などは、理事会及び職員間で共有・協議を行い、事業運営

に反映するよう対応して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

殺鼠剤の空中散布を実施しました。 

 造林木に食害を及ぼす野ねずみの駆除を目的として、ヘリコプターによる殺鼠剤の空中散布を実施

しました。今回散布した殺鼠剤は野ねずみの嗜好物が配合され、喫食率が高く、散布用として特殊な

加工がされているため、雨露に濡れても喫食率が低下することがない殺鼠剤です。また、環境に優し

く、散布地の水や土壌に及ぼす影響はないほか家畜や野ねずみ以外の野生動物には無害です。 

 ご自身で管理されている山林や家庭菜園などで使用される方へ個別販売を行っています。殺鼠剤の

購入を希望される方は、当組合までご連絡ください。 
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空知地区森林組合振興会 役職員研修事業 

10 月 23 日（木）、24 日（金）の日程で令和７年度空知地区森林組合振興会役職員研修事業が旭川

市及び美瑛町で行われ、空知管内４つの組合から 46 名の役職員が参加しました。 

研修の１日目には、北海道立北の森づくり専門学院を訪れ、機能的な校舎や授業の様子の見学を

行ったのち、有限会社竹内山林緑化農園において育苗設備や苗畑の視察を行い、ホテルに移動し、北

海道森林組合連合会の福田森林整備部長を講師に組織ガバナンス強化、コンプライアンスについての

講話をいただきました。その後の懇親会では４組合の役職員が親睦を深め、２日目には美瑛町森林組

合でオガ粉や暗渠に使用されるチップの製造工場の見学を行い、学びの多い、研修となりました。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

秋植栽が終了しました 

 降雪などによる遅れなどもありましたが、地拵えを終えた山から順次、秋の植栽（当組合 計

63.09ha）が進められ、概ね予定通りの造林が行われました。 

 伐採後の再造林は、森林の多面的機能を持続的に発揮させ、森林資源の循環利用を促進するうえで

極めて重要です。 

 北海道では、造林の低コスト化や軽労化が喫緊の課題であるとして、低密度植栽の推進といった

“新しい林業”に向けた取り組みを進めており、当組合においても従前の植栽と併せて、“新しい林

業”へ適応する、低密度・低コスト植栽、ポット苗による植栽の導入などの取り組みを進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



木材市況について 
 木材供給の安定化策として、国産材や地産材の利用促進が進められており、日本の木材自給率は

徐々に上昇しているものの、新築住宅着工戸数が減少し続けている建築業界においては、建材を輸 

入材に依存している状況が続いており、国産材や地産材の利用拡大、供給体制の強化が急がれます。 

また市況については、一般住宅向けの木材需要が回復せず、厳しい状況が続き、市況全体では横

ばい、動きがほとんどない状況となっています。 

当組合では、低コスト・省力化の推進、バイオマス発電への原料供給などにより、組合員の負担

軽減や所得向上を図る取り組みのほか、系統が一丸となった供給先の開拓、販路拡大に引き続き注 

力していきます。 
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名義変更等の届出について（お願い） 
 総会資料等の郵便物が届かない場合がありますので、住所の変更（転居）や山林の売却、購入、

譲渡、相続等や被相続人となる、氏名等の変更があった場合、組合への加入・脱退には変更の届出・

申出が必要となりますので、当組合までご連絡をお願いします。必要書類を送付いたします。届出及

び申出にかかる書類は当組合のホームページからダウンロードすることもできます。 

 当組合の定款、規約の閲覧や提供が可能です。ご希望がありましたらご連絡ください。写し（コピ

ー）を希望される場合は、実費をご負担いただきます。 

 



木質バイオマス施設の視察報告 
 11 月 26 日（水）～28 日（金）に道央地区未利用バイオマス供給協議会（会長 石狩市森林組

合菅原代表理事組合長）は、木質バイオマス発電の先進地である岡山県真庭市の施設研修を行い、当

組合から２名が参加しました。 

 丸紅グリーンパワー株式会社と大成建設株式会社の共同出資により、令和５年 10 月から建設を進

めていた「石狩バイオマス発電所（想定年間出力電力 8,000kw、一般家庭約 2.5 万世帯相当）で

は、令和８年１月からの商業運転開始に向け、現在、試験運転が行われています。今回の視察研修で

は、森林資源の有効活用と地域経済の循環を両立させた仕組みづくりや運営コストの上昇による収支 

確保という課題に対するオートメーション化の取り組みなどについて現地で研修しました。 

 道内の木質バイオマス発電所は現在計画も含め 25 基（６基が稼働中）あり、林地残材の集荷がコ

スト的に難しい状況が続いていますが、協議会では地域貢献、未利用材の集荷による植林面積の確保

などに向けた取り組みを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始休業について 
 当組合では、年末年始の休業につきまして、下記のとおり休業とさせていただきます。 

【休業日程】令和７年 12 月 26 日（金）午後 ～ 令和８年１月 4 日（日） 

 令和８年１月５日（月）から通常業務となります。期間中は、大変ご不便・ご面倒をおかけいたし

ますが、何卒ご了承いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

令和８年度通常総会について 
 令和８年度のそらち森林組合通常総会を下記のとおり開催いたしますので、組合員の皆さまにおか

れましては予めご予定いただき、ぜひご出席ください。 

 また、このあと改めてご案内、議案を事前送付させていただきますので、議案などはそちらでご確

認ください。 

日 時  令和８年２月 26 日（木）13 時 30 分から 

場 所  新十津川町総合健康福祉センター ゆめりあ 多目的ホール 


